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趣旨

東日本大震災から 2 年半以上が経過 し､ 被災地は復興に向けて歩み始めて い ます｡ 人々は多くの喪失体
･

噴から､ どの ようにして新たな価値を見出して いくの で しよ うか｡ また､
コ ミ ュ ニ ティ の再生の鍵は何で

しょうか? 今回､ 阪神淡路大震災や長野県北部地霊て支援を続けてきた方々をお招きし､ 過去の震災の体

. 験をもとに､ 東日本大震災の今後の支援の あり方を検討 します｡
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J R 仙白駅から徒歩1( 扮 侵こ漸通り
･

地下鉄広漸.適駅 西5 香山【l す ぐ

対 象 : 被災地 丈接に関心 の ある力~

参加費 : 撫料

申し込 み方法 : J D G S ホ
ー ム ペ ー ジか ら･津川 フ ォ

ー ム でJll し込ん でく ださ い ( htt p :/ /j d g s .j p /) ｡

l タイムスケジュ
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1 1 : 0 0 ～ 1 2 : 5 0 全体会 シ ン ポジウム 6 階セミナ ー ホ t ル

1 3 : 0 0 - 1 4 : 3 0 分科会 ( ラ ン チ タイ ム ミ ー テ ィ ン グ) 1 ～ 5 研修室

1 4 : 3 0 ～ 1 5 : 0 0 全体会 分科会報告

職分科会は ｢保健師による住民へ の保健活動｣ ｢ 仮設住宅､ 復興住宅の支援｣ ｢ 災害後の こ どもの メ ンタルヘ

ル ス｣ です｡ 申し込み の際､ 希望する分科会をお選びく ださい ｡ なお､ 参加人数の関係で ､ 分科会の構成が

変更するこ ともありますの
~

ご､ ご 了承ください ｡

※ 分科会は昼食を食べ なから行いますの で ､ 各自昼食をご用意ください ｡ .

シンホジスト
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●小野塚良子さん (新潟県十日町市松之山支所 保健師)

小越地鳥 ､ 申個別哩砿滝府 て ､ 艮骨相圭lヒ鮎地震 (2 0 1 1 .3 . 1 2 .) 等の 後に火砲した住民 へ の址康調直せ もと

に尖施した傑†隠情動と ､
｢】死対抗力 松′之‥l モ デルの現状に つ い て報告 .

1 ●市川祀子ざん (社会福祉法人きらくえん理事長)
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●中野則子ざん ( 兵庫県看護協会会長)
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●今井幹枝きん ( 元兵庫県職員 保健師)
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●井出 浩ざん ( 関西学院大学人間福祉学邪教授)

P~諦叫射精人言告ぐ≠時は ､ 伸い 市再 犯一昔軋談所 巨膚 と L て ､
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